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素要求量 （COD）・浮遊物質量 （SS）・全りん 




ついて2001年 5 月から2002年 3 月まで，ほぼ
毎月調査を行った。新池の水際では，上流の
八竜湿地とともに湿地性の植物であるハルリ
ンドウ （Gentiana thunbergii） や，トウカイコ
モウセンゴケ （Drosera tokaiensis （Komiya et 















ら2012年 3月14日まで，1ヶ月に 1回 （計12回） 
新池の北端で実施した。pHの測定，電気伝導
度 （EC） の測定にはそれぞれガラス電極法に
よるpHメーター （D-54, 堀場製作所） およびEC










（K+）, マグネシウム（Mg2+）, カルシウム（Ca2+） 
の各イオンの濃度を測定した。2011年 5月，




ウム（Cd）, コバルト（Co）, クロム（Cr）, 銅（Cu）, 
鉄（Fe）, マンガン（Mn）, ニッケル（Ni）, リン（P）, 
鉛（Pb）, 亜鉛（Zn） の各元素濃度を誘導結合プ
























く， 8月の採水では0.18 mg/l であったのに
対し， 9月の採水では1.2 mg/lであった。





















































2-, Na+, Mg2+ 濃度に
おいて最低値が7月に記録され， 7月分のK+, 
Ca2+ 濃度も 6月や 8月と比較して一時的な低
下が認められた。 7月分の採水を行った 3










0.017 mg/l, 生物学的酸素要求量 （BOD） は0.8 
mg/lであった。全窒素濃度がこれよりも低濃
度のため池は守山区の竜巻池 （0.50 mg/l） の
みであり，全リン濃度およびBODは調査対
象のため池48 ヶ所の中で最も低い値であっ
表３　2001年調査 （石井, 2004） と，2011年調査 （本研究，再掲） との水質比較
*  2001年調査の数値は主に図からの読み取りのため，すべて概数である。また2001年調査の硝酸イオン，
　アンモニウムイオン濃度の値は図から読み取れなかったため省略した。
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た。また，水中の植物プランクトン量の指
標となるクロロフィル a 濃度は平均 3 µg/lで
あり，これと同等または低濃度のため池は




きいものの最大で0.28 mg/l，年間平均で 0.12 
mg/lであり，元素分析ではPは検出されなかっ









































48 ヶ所の中で大池 （守山区; 95 cm），六ヶ池 
（北区; 88 cm），緑ヶ池 （守山区; 87 cm），塚
ノ杁池 （名東区; 83 cm），東山新池 （千種区; 
82 cm）, デッチョ池 （名東区; 80 cm），竜巻
池 （守山区; 79 cm） に次ぐ 8位となっている。
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